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伝
道
の
実
践
的
側
面
に
関
す
る
研
究 

　
　

─
実
践
真
宗
学
の
視
点
に
よ
る
伝
道
環
境
の
劇
的
変
化
に
関
す
る
実
態
調
査
か
ら
窺
う
─

葛

野

洋

明

目
次

は
じ
め
に

一
、
研
究
の
背
景

二
、
先
行
資
料
の
詳
細

　
二
─

一
、「
大
正
大
学
調
査
」
の
詳
細

　
二
─

二
、「
全
日
仏
調
査
」
の
詳
細

　
二
─

三
、「
大
谷
派
調
査
」
の
詳
細

三
、
実
践
真
宗
学
の
視
点
に
お
け
る
実
態
調
査

　
三
─

一
、「
実
践
研
究
チ
ー
ム
調
査
」
の
詳
細

　
三
─

二
、「
実
践
研
究
チ
ー
ム
調
査
」
の
調
査
項
目

　
三
─

三
、「
実
践
研
究
チ
ー
ム
調
査
」
の
特
色

　
三
─

四
、
自
由
記
述
か
ら
窺
う
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二

　
三
─

五
、
自
由
記
述
に
関
す
る
単
純
集
計
報
告
の
分
類

　
三
─

六
、
考
察

さ
い
ご
に

は
じ
め
に

　
実
践
真
宗
学
の
研
究
は
、
実
際
に
執
り
行
わ
れ
て
い
る
実
践
を
研
究
課
題
と
し
、
実
践
の
現
状
か
ら
研
究
す
る
と
い
う
方
向
性
に
特
徴

の
一
つ
が
あ
る
。

　
伝
道
の
実
践
的
側
面
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
伝
道
環
境
が
劇
的
に
変
化
し
て
い
る
な
か
で
、
真
宗
各
派
の
寺
院
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
に
、
実
践
真
宗
学
の
視
点
に
よ
る
独
自
の
実
態
調
査
を
通
し
て
窺
う
。

一
、
研
究
の
背
景

　
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
か
ら
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）（
以
下
、「
新
型
コ
ロ
ナ
」

と
略
す
）
の
影
響
は
、
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
二
月
現
在
に
お
い
て
、
い
ま
な
お
継
続
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
接
種
が

開
始
さ
れ
た
が
、
い
ま
だ
国
際
的
な
危
惧
は
払
拭
さ
れ
ず
、
大
き
な
影
響
が
継
続
し
て
い
る
。

　
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
っ
て
、
伝
道
環
境
が
劇
的
に
変
化
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
い
ま
だ
そ
の
影
響
は
大
き
く
継
続
し
て
い
る
。

　
拙
論
［
二
〇
二
一⑴
］
に
お
い
て
、
伝
道
環
境
の
劇
的
変
化
に
伴
う
伝
道
方
法
の
可
能
性
と
課
題
を
論
じ
た
。「
客
観
的
調
査
分
析
研
究

方
法
」
に
よ
る
研
究
と
し
て
、
先
行
資
料
で
あ
る
各
種
調
査
報
告
を
取
り
上
げ
、
概
要
と
特
色
を
明
示
し
た
。
各
種
調
査
報
告
に
は
各
々

の
特
色
が
あ
る
の
で
「
独
自
に
調
査
を
実
施
し
、
各
調
査
の
報
告
内
容
と
関
連
さ
せ
て
詳
細
に
検
討
す
る
べ
き⑵
」
と
論
じ
た
。
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三

　
当
論
文
は
こ
れ
を
承
け
て
、
実
践
真
宗
学
の
視
点
に
よ
っ
て
独
自
に
実
施
さ
れ
た
、
実
態
調
査
の
単
純
集
計
報
告⑶
を
基
に
、
詳
し
く
研

究
す
る
。

二
、
先
行
資
料
の
詳
細

　
拙
論
［
二
〇
二
一
］
に
お
い
て
、
先
行
資
料
と
し
て
、
既
に
実
施
さ
れ
調
査
報
告
が
な
さ
れ
た
、
次
の
三
点
を
取
り
上
げ
た
。

　
『「
寺
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
と
そ
の
対
応
に
関
す
る
調
査
」
単
純
集
計
の
結
果
報
告⑷
』（
以
下
、「
大
正
大

学
調
査
」
と
略
す
）

　
『
仏
教
に
関
す
る
実
態
把
握
調
査
（
二
〇
二
〇
年
度 

臨
時
調
査
）
報
告
書

　
～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
仏
教
寺
院
に
与
え

る
影
響
～
』
第
一
版⑸
（
以
下
、「
全
日
仏
調
査
」
と
略
す
）

　
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
寺
院
の
教
化
活
動
の
工
夫
に
関
す
る
調
査⑹
』（
以
下
、「
大
谷
派
調
査
」
と
略

す
）

　
こ
れ
ら
の
調
査
報
告
を
先
行
資
料
と
し
、
そ
の
概
要
と
特
色
を
明
示
し
た
が
、
そ
の
上
で
独
自
に
実
施
さ
れ
た
実
態
調
査
の
特
色
を
示

す
た
め
、
改
め
て
先
行
資
料
の
詳
細
を
検
討
し
た
い
。
調
査
方
法
・
回
答
数
・
調
査
目
的
を
加
筆
し
、
特
色
を
詳
述
す
る
。
特
に
、
調
査

対
象
者
に
着
目
し
、
実
践
真
宗
学
の
視
点
に
よ
っ
て
独
自
に
実
施
さ
れ
た
、
実
態
調
査
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
─

一
、「
大
正
大
学
調
査
」
の
詳
細

出
典
：『「
寺
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
と
そ
の
対
応
に
関
す
る
調
査
」
単
純
集
計
の
結
果
報
告
』

参
照U

RL

：https://chikouken.org/10879/

（
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
（
令
和
三
）
年
二
月
二
八
日
ア
ク
セ
ス
）

調
査
者
：
大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所
・
Ｂ
Ｓ
Ｒ
推
進
セ
ン
タ
ー
。
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調
査
期
間
：
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
五
月
七
日
～
五
月
一
四
日
。

調
査
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
対
象
者
：
日
本
国
内
寺
院
関
係
者

回
答
者
数
：
五
一
九
件

有
効
回
答
数
：
五
一
七
件

調
査
目
的
：
①
葬
儀
等
の
儀
礼
の
簡
略
化
が
進
ん
で
い
た
な
か
で
の
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
今
、
大
き
く
儀
礼
が
変
容
す
る
転
換

点
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
仮
設
に
立
ち
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
と
そ
れ
へ
の
対
応
を
把
握
す
る
。

②
宗
派
ご
と
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
個
々
の
寺
院
で
は
感
染
予
防
や
檀
家
ケ
ア
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
実
だ
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
現
時
点
で
の
実
践
知
・
経
験
知
を
集
約
し
て
、
そ
れ
を
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
各
寺
院
に
参
考
に
し
て
も
ら
う
。

③
同
様
に
現
時
点
で
個
々
の
寺
院
が
抱
え
る
不
安
や
課
題
を
集
約
、
可
視
化
す
る
。

④
宗
教
者
の
目
立
つ
活
動
、
発
信
力
の
あ
る
宗
教
者
が
メ
デ
ィ
ア
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
檀
信
徒
等
を
対
象
と
し
た
地
味
で
地
道

な
活
動
（
不
安
に
あ
る
人
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
）
こ
そ
個
々
の
寺
院
・
僧
侶
の
社
会
的
責
任
と
し
て
い
収
集
し
て
い
き
た
い
。

⑤
回
答
者
に
追
跡
調
査
を
実
施
し
、
今
回
の
変
化
・
対
応
、
ま
た
課
題
が
中
長
期
的
に
ど
う
変
遷
し
て
い
く
の
か
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

特
色
：
拙
論
［
二
〇
二
一
］
に
て
簡
略
に
明
示
し
た
が
、
加
え
て
調
査
対
象
者
や
調
査
目
的
に
着
目
し
て
特
色
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
調
査
対
象
者
が
宗
派
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
日
本
国
内
の
寺
院
関
係
者
で
あ
っ
た⑺
。
岡
山
県
・
徳
島
県
・
沖
縄
県
を
除
く
、
四
五
の
都
道

府
県
か
ら
回
答
が
あ
り
、
ほ
ぼ
全
国
の
寺
院
か
ら
の
回
答
と
窺
え
る
。

　
所
属
宗
派
は
「
浄
土
真
宗
（
各
派
）」「
浄
土
宗
（
各
派
）」「
曹
洞
宗
」「
真
言
宗
（
各
派
）」「
日
蓮
宗
」「
臨
済
宗
（
各
派
）」「
黄
檗

宗
」「
天
台
宗
」「
時
宗
」「
融
通
念
仏
宗
」
と
各
宗
派
に
所
属
す
る
多
様
な
寺
院
か
ら
の
回
答
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
回
答
者
の
立
場
を
確

認
す
る
と
、
住
職
・
副
住
職
・
寺
庭
（
坊
守
）
が
九
五
．
一
六
％
で
あ
り
、
ほ
ぼ
住
職
家
の
立
場
か
ら
の
回
答
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
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る
。

　
調
査
目
的
を
略
述
す
る
と
、
①
葬
儀
を
は
じ
め
と
す
る
儀
礼
の
変
容
と
対
応
を
把
握
す
る
、
②
感
染
予
防
を
檀
家
ケ
ア
の
経
験
値
の
集

約
と
シ
ェ
ア
、
③
寺
院
の
抱
え
る
不
安
や
課
題
の
集
約
、
④
寺
院
や
僧
侶
の
社
会
的
責
任
と
し
て
の
地
道
な
活
動
の
収
集
、
⑤
追
跡
調
査

に
よ
る
中
長
期
的
な
変
遷
、
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

二
─

二
、「
全
日
仏
調
査
」
の
詳
細

出
典
：「
仏
教
に
関
す
る
実
態
把
握
調
査
（
二
〇
二
〇
年
度
）」（
公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
、
大
和
証
券
株
式
会
社
）

参
照U

RL

：http://w
w
w
.jbf.ne.jp/activity/kouhou/tyousa2020?id=

（
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
二
月
二
八
日
ア
ク
セ
ス
）

調
査
者
：
公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

　
大
和
証
券
株
式
会
社

　
共
同
調
査
。

調
査
期
間
：
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
八
月
二
一
日
～
八
月
二
二
日
。

調
査
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ

調
査
対
象
者
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
会
社
モ
ニ
タ

　
二
〇
～
七
九
歳
の
男
女

回
答
数
：
六
一
九
二
件

調
査
目
的
：
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
「
お
盆
」「
お
彼
岸
」
や
、「
菩
提
寺
」「
寺
院
」
と
の
関
わ
り
方
や
、「
葬
儀
」
の
考
え
方
な
ど
を

把
握
し
、
今
後
の
寺
院
と
し
て
の
在
り
方
・
取
り
組
み
な
ど
に
お
け
る
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
す
る
。

特
色
：
拙
論
［
二
〇
二
一
］
に
て
簡
略
に
明
示
し
た
が
、
加
え
て
調
査
対
象
者
に
着
目
し
て
特
色
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
調
査
対
象
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
会
社
の
モ
ニ
タ
で
あ
り
、
関
東
地
方
を
主
と
し
つ
つ
も
日
本
全
国
の
各
地
方
か
ら
の
回
答⑻
と

な
っ
て
い
る
。
仏
教
や
寺
院
と
の
関
係
が
多
様
で
あ
る
の
で
、「
自
身
の
菩
提
寺
の
有
無⑼
」「
仏
教
関
与⑽
」
な
ど
で
実
態
を
捉
え
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
寺
院
関
係
者
で
な
い
方
々
の
仏
教
や
寺
院
に
対
す
る
意
識
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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二
─

三
、「
大
谷
派
調
査
」
の
詳
細

出
典
：『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
寺
院
の
教
化
活
動
の
工
夫
に
関
す
る
調
査

　
《
単
純
集
計
結
果
報
告
》』

参
照U

RL
：https://jodo-shinshu.info/covid-19-survey/

（
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
二
月
二
八
日
ア
ク
セ
ス
）

調
査
者
：
真
宗
大
谷
派

　
真
宗
教
化
セ
ン
タ
ー
寺
院
活
性
化
支
援
室
。

調
査
期
間
：
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
九
月
四
日
～
九
月
三
〇
日
。

調
査
方
法
：
封
書
に
て
依
頼
状
と
調
査
票
を
送
付
。
回
答
は
下
記
い
ず
れ
か
の
方
法
。

（
一
）Google

フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
回
答
。（
二
）
調
査
票
に
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
送
付
す
る
方
法
。

調
査
対
象
者
：
真
宗
大
谷
派
全
二
五
教
区
三
九
四
カ
組
の
組
長
。

回
答
数
：
三
八
〇
件

調
査
目
的
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
状
況
下
に
お
け
る
寺
院
の
教
化
活
動
で
行
わ
れ
て
い
る
様
々
な
工
夫
に
つ
い
て

の
事
例
を
収
集
す
る
と
共
に
、
教
化
の
現
場
に
お
け
る
新
た
な
課
題
を
整
理
し
、
宗
派
施
策
の
検
討
に
資
す
る
。

特
色
：
拙
論
［
二
〇
二
一
］
に
て
簡
略
に
明
示
し
た
が
、
加
え
て
調
査
対
象
者
に
着
目
し
て
特
色
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
調
査
対
象
者

が
宗
派
内
の
組
長
と
い
う
こ
と
で
、
九
六
・
四
五
％⑾
と
い
う
高
い
回
答
回
収
率
と
な
っ
て
い
る
。
同
派
の
国
内
寺
院
八
千
ヵ
寺
か
ら
す
る

と
少
数
に
見
え
る
が
、
宗
派
の
組
織
と
し
て
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
宗
派
内
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
た
調
査
と
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。

三
、
実
践
真
宗
学
の
視
点
に
お
け
る
実
態
調
査

　
実
践
真
宗
学
の
視
点
に
お
け
る
実
態
調
査
と
し
て
『
真
宗
寺
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
報
告
（
単
純
集
計

⑿）』（
以
下
、「
実
践
研
究
チ
ー
ム
調
査
」
と
略
す
）
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
の
概
要
を
ま
と
め
、
先
行
資
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料
と
比
較
検
討
し
、
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
。

三
─

一
、「
実
践
研
究
チ
ー
ム
調
査
」
の
詳
細

出
典
：『
真
宗
寺
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
（
単
純
集
計
）』

参
照U

RL

：https://drive.google.com
/file/d/1uV

65lBgRxW
v9qFaT

84yEU
pLD

24nR2C0i/view
?usp=sharing

（
二
〇
二

一
（
令
和
三
）
年
二
月
二
五
日
ア
ク
セ
ス
）

調
査
者
：
龍
谷
大
学
実
践
真
宗
学
研
究
科

　
院
生
有
志
「CO

V
ID

-19

影
響
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
研
究
チ
ー
ム
」

調
査
期
間
：
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
一
二
月
二
〇
日
～
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
一
月
三
一
日
。

調
査
方
法
：
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
、Google
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
調
査
。
依
頼
状
、
メ
ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
拡
散
。

調
査
対
象
者
：
真
宗
各
派
寺
院
関
係
者
。

回
答
数
：
七
一
〇
件

有
効
回
答
数
：
六
八
九
件

調
査
目
的
：
真
宗
寺
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
調
査
す
る
こ
と
。

特
色
：
龍
谷
大
学
実
践
真
宗
学
研
究
科
の
院
生
有
志
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
真
宗
各
派
の
寺
院
へ
の
影
響
に
関
し

て
、
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
を
企
図
し
た
。
院
生
有
志
に
よ
る
「CO

V
ID

-19

影
響
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
研
究
チ
ー
ム
」
が
結

成
さ
れ
、
調
査
が
実
施
さ
れ
、
単
純
集
計
報
告
が
提
示
さ
れ
た
。

三
─

二
、「
実
践
研
究
チ
ー
ム
調
査
」
の
調
査
項
目

　
「
実
践
研
究
チ
ー
ム
調
査
」
の
調
査
項
目
を
一
瞥
す
る
と
、
Ａ
．
回
答
者
の
属
性
に
関
す
る
設
問
が
五
問
。
Ｂ
．
影
響
に
関
す
る
設
問



龍
谷
大
学
論
集

八

が
一
一
問
で
あ
る
。
各
設
問
を
詳
細
に
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ａ
．
回
答
者
の
属
性
に
関
す
る
設
問

設
問
一
：
寺
院
所
在
都
道
府
県

　
「
寺
院
の
所
在
す
る
都
道
府
県
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。」

設
問
二
：
寺
院
所
在
郵
便
番
号

　
「
よ
ろ
し
け
れ
ば
寺
院
所
在
地
の
【
郵
便
番
号
】
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。」

設
問
三
：
寺
院
の
周
辺
地
域

　
「
寺
院
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
ま
す
か
。」

　
選
択
肢

　
・
市
街
地

　
・
住
宅
地

　
・
農
山
漁
村

　
・
わ
か
ら
な
い

設
問
四
：
回
答
者
の
立
場

　
「
回
答
者
の
寺
院
に
お
け
る
立
場
を
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。」

　
選
択
肢

　
・
住
職

　
・
坊
守

　
・
衆
徒

　
・
寺
族

　
・
そ
の
他

設
問
五
：
回
答
者
の
年
代

　
「
回
答
者
の
年
齢
を
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。」

　
選
択
肢

　
・
二
〇
歳
未
満

　
・
二
〇
代

　
・
三
〇
代

　
・
四
〇
代

　
・
五
〇
代

　
・
六
〇
代

　
・
七
〇
歳
以
上

Ｂ
．
影
響
に
関
す
る
設
問

設
問
一
：
影
響
の
程
度

「
現
在
、
寺
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
ど
の
程
度
で
す
か
。「
ま
っ
た
く
な
い
」
か
ら
「
非
常
に
あ
る
」
の
一
〇

段
階
で
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。」
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九

　
一
～
一
〇
の
一
〇
段
階
回
答

設
問
二
：
影
響
の
推
移

　
「
寺
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
ま
す
か
。」

　
選
択
肢

　
・
影
響
が
な
い
。

　
・
影
響
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
影
響
は
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

　
　
　
　
　
・
影
響
が
あ
り
、
変
わ
ら
な
い
。

　
・
影
響
が
あ
り
、
そ
の
影
響
は
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
・
わ
か
ら
な
い
。

設
問
三
：
影
響

「
寺
院
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
回
答
し
て

く
だ
さ
い
。」

　
選
択
肢

　 

・
影
響
は
な
か
っ
た
。

　
・
寺
院
で
の
法
要
を
中
止
・
延
期
し
た
。

　
・
寺
院
で
の
イ
ベ
ン
ト
（
法
要
以
外
）
を
中
止
・
延

期
し
た
。

　
・
寺
院
で
の
法
要
の
参
拝
者
が
減
少
し
た
、
内
勤
め
と
し
た
。

　
・
年
忌
法
要
（
年
回
）
の
回
数
が
減
少
し
た
。

　
・
年
忌
法
要
の
お
参
り
人
数
が
減
少
し
た
。

　
・
月
参
り
・
盆
参
り
等
の
門
徒
宅
で
の
お
参
り
（
年
忌
以
外
）
の
回
数
が

減
少
し
た
。

　
・
月
参
り
・
盆
参
り
等
の
門
徒
宅
で
の
お
参
り
（
年
忌
以
外
）
の
人
数
が
減
少
し
た
。

　
・
葬
儀
の
回
数
が

減
少
し
た
。

　
・
葬
儀
の
参
列
者
が
減
少
し
た
。

　
・
通
夜
を
行
わ
ず
葬
儀
の
み
が
増
え
た
。

　
・
寺
院
法
要
時
の
お
斎
が

出
せ
な
く
な
っ
た
。・
葬
儀
や
年
忌
法
要
時
の
お
斎
が
な
く
な
っ
た
。

　
・
総
代
会
や
婦
人
会
な
ど
の
会
合
が
で
き
な
く

な
っ
た
。

　
・
門
信
徒
と
の
連
絡
、
会
話
が
増
え
た
。

　
・
従
来
、
寺
院
と
関
係
が
希
薄
で
あ
っ
た
門
信
徒
と
連
絡
を
取
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
・
門
信
徒
宅
に
て
、
世
代
間
の
会
話
が
増
え
た
。

　
・
わ
か
ら
な
い
。

　
・
そ
の
他
。

設
問
四
：
お
参
り
減
少
割
合

　
「
お
参
り
の
件
数
（
回
数
）
は
何
割
程
度
減
少
し
ま
し
た
か
。
減
少
し
て
い
な
い
場
合
は
〇
割
と
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。」

　
〇
割
～
一
〇
割
の
一
一
段
階
回
答
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一
〇

設
問
五
：
対
応

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
、
寺
院
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
今
後
対
応
し
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。」

　
選
択
肢

　 
・
新
し
い
生
活
様
式
（
マ
ス
ク
の
着
用
・
手
洗
い
等
）
の
実
践
。

　
・
本
堂
・
会
館
の
消
毒
の
設
置
。

　
・
法
要
や
葬
儀
で

の
席
の
距
離
（
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）
確
保
。

　
・
法
要
の
人
数
制
限
。

　
・
法
話
の
便
り
な
ど
の
配
布
。

　
・
寺
報
等
の
増
刊

配
布

　
・
寺
院
で
の
対
応
の
告
知
。

　
・
電
話
に
よ
る
お
つ
と
め
。

　
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
法
要
の
中
継
実
施
。

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
年
忌
法
要
等
お
参
り
の
実
施
。

　
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
法
話
等
の
配
信
。

　
・
講

演
台
前
に
ア
ク
リ
ル
板
な
ど
を
設
置
し
た
。

　
・
講
師
へ
マ
ス
ク
か
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
の
着
用
を
依
頼
し
た
。

　
・
わ
か

ら
な
い
。

設
問
六
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
対
応
へ
の
反
応

「
上
記
の
質
問
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
対
応
を
さ
れ
た
方
に
う
か
が
い
ま
す
。
門
信
徒
も
し
く
は
周
囲
の
方
の
反
応
は
ど
の

よ
う
で
し
た
か
。「
悪
か
っ
た
」
か
ら
「
良
か
っ
た
」
の
一
〇
段
階
で
回
答
く
だ
さ
い
。」

　
一
～
一
〇
の
一
〇
段
階
回
答

設
問
七
：
二
〇
二
〇
年

　
報
恩
講

　
「
二
〇
二
〇
年
の
報
恩
講
法
要
の
法
要
は
ど
の
よ
う
に
勤
め
ま
し
た
か
。
あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。」

　
選
択
肢

　 

・
従
来
通
り
の
形
式
で
勤
め
た
。

　
・
法
要
を
中
止
し
た
。

　
・
法
中
の
参
り
あ
い
が
あ
る
が
、
法
中
の
参
り
あ
い
を
見
合

わ
せ
た
。

　
・
ご
講
師
（
法
話
等
）
を
招
く
の
を
見
合
わ
せ
た
。

　
・
門
信
徒
の
参
拝
を
制
限
し
た
。

　
・
日
数
も
し
く
は

座
数
を
少
な
く
し
て
勤
め
た
。・
日
数
も
し
く
は
座
数
を
増
や
し
、
一
座
の
参
拝
者
数
を
少
な
く
し
た
。

　
・
そ
の
他
。

設
問
八
：
寺
院
収
入
減
少
割
合
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一
一

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
寺
院
の
収
入
は
ど
の
程
度
減
り
ま
し
た
か
？
」

　
〇
～
一
〇
の
一
一
段
階
回
答

設
問
九
：
収
束
後

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
て
い
っ
た
と
し
て
、
感
染
拡
大
以
前
の
寺
院
の
状
態
に
戻
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。「
戻

る
」
か
ら
「
戻
ら
な
い
」
の
10
段
階
で
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。」

　
一
～
一
〇
の
一
〇
段
階
回
答

設
問
一
〇
：
自
由
記
述
（
伝
え
る
べ
き
こ
と
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
い
て
、
宗
教
者
・
仏
教
者
・
念
仏
者
と
し
て
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。
ご
記
入
く
だ
さ
い
。」

設
問
一
一
：
自
由
記
述
（
所
感
）

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。」

三
─

三
、「
実
践
研
究
チ
ー
ム
調
査
」
の
特
色

　
先
行
資
料
と
比
較
し
つ
つ
、「
実
践
研
究
チ
ー
ム
調
査
」
の
特
色
を
示
す
。
特
に
調
査
対
象
者
の
差
異
が
大
き
く
、
特
色
が
窺
え
る
の

で
、
調
査
対
象
者
に
着
目
す
る
。

　
「
大
正
大
学
調
査
」
で
は
日
本
国
内
の
仏
教
各
派
寺
院
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宗
派
に
関
わ
ら
な
い
総
体
的
な
情
報
が

収
集
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
日
本
国
内
に
お
け
る
寺
院
」
と
い
う
枠
組
み
で
の
調
査
結
果
と
し
て
有
意
義
な
調
査
結
果
と
言
い
う
る
。

　
周
知
の
通
り
、
仏
教
に
は
多
数
の
宗
派
が
あ
る
。『
宗
教
年
鑑
［
二
〇
二
〇

⒀］』
に
よ
る
と
「
文
部
科
学
大
臣
所
轄
包
括
宗
教
法
人
と
し

て
は
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
末
現
在
、
一
五
六
の
仏
教
宗
派
が
存
在
し
て
い
る⒁
」
と
あ
る
。
大
き
な
分
類
と
し
て
は
「
天
台
系
」「
真
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一
二

言
系
」「
浄
土
系
（
浄
土
宗
・
浄
土
真
宗
・
時
宗
・
融
通
念
仏
宗
な
ど
）」「
禅
系
」「
日
蓮
系
」「
奈
良
仏
教
系
」「
そ
の
他
」
と
六
つ
に
分

類
さ
れ
て
い
る⒂
。
そ
れ
ぞ
れ
の
包
括
宗
教
法
人
数
は
「
天
台
系
」
二
〇
法
人
、「
真
言
系
」
四
四
法
人
、「
浄
土
系
」
二
二
法
人
、「
禅

系
」
二
三
法
人
、「
日
蓮
系
」
三
九
法
人
、「
奈
良
仏
教
系
」
六
法
人
、「
そ
の
他
」
二
法
人
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
六
つ
の
分
類
の

う
ち
、
調
査
対
象
者
は
五
つ
の
分
類
に
所
属
す
る
宗
派
か
ら
の
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

　
悉
皆
調
査
で
な
い
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、
調
査
対
象
を
完
全
に
網
羅
す
る
こ
と
は
現
実
的
な
観
点
か
ら
し
て
大
変
困
難
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
に
ま
た
日
本
国
内
の
四
五
都
道
府
県
か
ら
の
回
答
を
得
て

い
る
こ
と
は
、
総
体
的
に
日
本
国
内
の
仏
教
各
宗
派
寺
院
関
係
者
か
ら
の
回
答
を
得
た
調
査
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

　
し
か
し
、
日
本
国
内
に
は
、
多
数
の
包
括
宗
教
法
人
が
あ
り
、
多
く
の
宗
派
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
包
括
関
係
を
結
ん
で
い
る
こ
と

が
多
い
。
同
じ
系
統
に
分
類
さ
れ
て
い
る
包
括
宗
教
法
人
で
あ
っ
て
も
、
宗
派
が
異
な
っ
た
り
、
依
り
所
と
す
る
教
義
（
所
依
の
教
法
）

に
よ
っ
て
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
さ
ら
に
社
会
的
な
関
わ
り
方
に
つ
い
て
も
、
様
々
な
多
様
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。

　
所
依
の
教
法
が
異
な
り
、
宗
派
が
異
な
り
、
社
会
と
の
関
わ
り
方
に
も
多
様
性
が
あ
る
の
で
、
個
別
の
寺
院
に
お
け
る
影
響
な
ど
を
窺

い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
所
依
の
教
法
を
同
じ
く
す
る
寺
院
ご
と
を
調
査
対
象
と
し
た
、
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
日
本
国
内
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
規
模
に
お
い
て
甚
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
日
本
国
外
に
も
仏
教

寺
院
が
多
数
存
在
す
る
の
で
、
日
本
国
内
外
の
寺
院
を
調
査
対
象
に
す
る
必
要
も
あ
る
。

　
「
全
日
仏
調
査
」
の
調
査
対
象
者
は
、
住
職
や
坊
守
（
寺
庭
）
を
は
じ
め
と
す
る
寺
院
関
係
者
で
は
な
く
、
不
特
定
に
し
て
多
様
な

方
々
が
調
査
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
仏
教
寺
院
に
お
け
る
関
係
性
か
ら
言
え
ば
、
門
徒
や
信
徒
、
あ
る
い
は
信
者
と
呼
ば
れ
る
方
々
を
は
じ
め
、
寺
院
と
の
縁
は
希
薄
な
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方
々
な
ど
も
含
ま
れ
、
世
間
一
般
か
ら
仏
教
寺
院
や
僧
侶
が
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
る
の
か
が
窺
い
知
れ
る
調
査
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
調
査
対
象
者
の
抽
出
に
関
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
会
社
モ
ニ
タ
の
な
か
、
二
〇
～
七
九
歳
の
男
女
を
調
査
対
象
と
し

て
お
り
、
事
前
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
か
ら
「
得
ら
れ
た
各
性
別
×
年
代
の
出
現
率
と
同
じ
に
な
る
よ
う
に
ウ
ェ
イ
ト
バ
ッ
ク
係
数

を
か
け
て
集
計⒃
」
し
て
い
る
。
偏
向
性
の
少
な
い
、
調
査
対
象
者
の
抽
出
で
あ
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

　
ま
た
「
菩
提
寺
の
有
無
」
を
尋
ね
、
そ
の
差
を
明
示
し
つ
つ
分
析
し
て
い
る
。
菩
提
寺
の
有
無
と
年
代
を
視
点
に
し
つ
つ
分
析
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
。「
自
身
の
菩
提
寺
の
有
無
」
の
調
査
結
果⒄
に
よ
る
と
、「
菩
提
寺
は
な
い
」
と
「
菩
提
寺
が
あ
る
か

ど
う
か
知
ら
な
い
」
を
合
わ
せ
た
割
合
が
、
全
体
で
は
四
〇
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
割
合
を
超
え
る
年
代
は
、
二
〇
代
で
は
、
男

性
が
五
三
・
六
％
・
女
性
が
五
三
・
一
％
。
三
〇
代
で
は
、
男
性
が
四
八
・
五
％
・
女
性
が
四
九
・
八
％
。
四
〇
代
で
は
、
男
性
が
四

二
・
九
％
・
女
性
が
四
七
・
二
％
。
五
〇
代
で
は
、
女
性
が
四
一
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
男
女
と
も
に
二
〇
代
が
最
も
多
く
、
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
仏
教
寺
院
へ
の
所
属
意
識
を
持
つ
こ
と
の
な
い
方
々
や
、
仏
教
や
寺
院
、
ま
た
僧
侶
と
の
関
係
が
希
薄
な
方
々
を
調
査
す

る
こ
と
は
、
仏
教
寺
院
側
か
ら
の
調
査
で
は
困
難
な
こ
と
が
多
い
。
そ
の
意
味
で
は
「
全
日
仏
調
査
」
の
よ
う
な
調
査
結
果
は
、
仏
教
寺

院
や
僧
侶
へ
の
視
線
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
深
く
考
慮
す
る
べ
き
調
査
結
果
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
特
に
、「
七
．
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
寺
院
・
僧
侶
に
期
待
す
る
こ
と⒅
」
な
ど
の
調
査
結
果
は
、
寺
院
や
僧
侶
か
ら
の
視
点
で
は
な
く
、

寺
院
や
僧
侶
へ
の
視
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
変
重
要
視
す
る
べ
き
調
査
結
果
と
い
え
る
。

　
た
だ
し
、
仏
教
寺
院
へ
の
所
属
意
識
を
持
つ
こ
と
の
な
い
方
々
や
、
仏
教
や
寺
院
、
ま
た
僧
侶
と
の
関
係
が
希
薄
な
方
々
の
意
見
も
多

く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
各
寺
院
に
お
け
る
所
依
の
教
法
や
、
寺
院
本
来
の
目
的
と
は
異
な
る
意
見
も
多
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
真
摯
に
熟
慮
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
「
全
日
仏
調
査
」
に
限
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
得
ら
れ
た
結
果
を
、
そ
の
ま
ま
国
内
の
一
般
的
な
意
見
と
し
て
、
画



龍
谷
大
学
論
集

一
四

一
的
に
受
け
取
っ
た
り
、
絶
対
視
す
る
こ
と
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
寺
院
の
活
動
や
そ
の
内
実
な
ど
に
関
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
知
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
つ
い
て
、
真
宗
各
派
の
寺
院
の
実
態
を
調
査
す
る
に
は
、
日
本
国
内
外
の
寺
院
関
係
者
を
調
査
対
象
と
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ

る
と
考
え
る
。

　
「
大
谷
派
調
査
」
の
調
査
対
象
者
は
、
真
宗
大
谷
派
の
三
九
四
カ
組
の
組
長
と
し
て
お
り
、
三
八
〇
件
の
回
答
を
得
て
い
る
。
回
収
率

が
九
四
．
四
五
％⒆
と
な
っ
て
い
る
。
宗
派
に
お
け
る
宗
派
内
を
調
査
対
象
と
し
た
調
査
の
意
義
が
窺
え
る
。
寺
院
数
と
の
比
率
で
は
、
全

寺
院
八
、
六
七
〇
カ
寺
の
中
の
三
八
〇
件
な
の
で
、
四
・
三
八
％⒇
で
し
か
な
い
と
見
え
る
。
た
だ
し
、
宗
派
内
に
お
け
る
組
長
の
位
置
付

け
を
考
慮
す
る
と
、
宗
派
内
の
実
態
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
真
宗
大
谷
派
で
は
、
全
国
に
二
五
の
教
区
を
設
置
し
、

そ
の
中
に
三
九
四
カ
組
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
各
教
区
が
そ
の
地
域
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
詳
細
な
実
態

と
な
る
と
教
区
内
に
お
い
て
も
、
様
々
に
異
な
る
状
況
が
存
在
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
寺
院
が
存
在
す
る
当
該
地
域
と
密
着

し
、
さ
ら
に
各
寺
院
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
組
長
を
調
査
対
象
と
す
る
こ
と
は
理
に
適
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
詳
し
く
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
寺
院
関
係
者
個
人
を
調
査
対
象
に
す
る
こ
と
も
、
重
要
で
あ
る
。

　
「
実
践
研
究
チ
ー
ム
調
査
」
の
調
査
対
象
者
は
、
日
本
国
内
外
の
真
宗
各
派
寺
院
関
係
者
と
な
っ
て
い
る
。
実
践
真
宗
学
の
視
点
か
ら

の
調
査
と
し
て
は
、
ま
ず
は
浄
土
真
宗
と
い
う
教
法
を
所
依
の
教
法
と
す
る
寺
院
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
に
異
論
は
出
な
い
と
考
え
る
。

浄
土
真
宗
に
お
け
る
特
定
の
宗
派
や
、
真
宗
十
派
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
真
宗
教
団
連
合
の
よ
う
な
、
組
織
内
の
調
査
に
止
ま
ら
ず
、

浄
土
真
宗
と
い
う
教
法
を
所
依
の
教
法
と
す
る
寺
院
と
い
う
こ
と
で
、
真
宗
各
派
の
寺
院
を
調
査
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
龍
谷
大
学
実
践

真
宗
学
研
究
科
に
お
け
る
実
践
真
宗
学
の
視
点
に
よ
る
、
真
宗
各
派
寺
院
の
実
態
調
査
と
し
て
、
正
鵠
を
射
て
い
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、
世
界
的
規
模
で
劇
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
仏

教
寺
院
は
日
本
国
外
に
も
多
数
設
立
さ
れ
、
多
く
の
仏
教
徒
と
共
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
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日
本
国
内
に
限
ら
ず
国
外
の
寺
院
関
係
者
も
調
査
対
象
と
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
日
本
国
内

と
国
外
の
寺
院
は
、
そ
の
歴
史
や
設
立
の
背
景
、
ま
た
門
信
徒
と
の
関
係
や
運
営
方
法
な
ど
、
多
く
の
差
異
が
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
画
一

的
に
結
果
を
示
す
の
で
は
な
く
、
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
や
、
お
互
い
に
良
き
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
ま
た
、
調
査
対
象
者
を
住
職
や
坊
守
、
ま
た
僧
侶
や
開
教
使
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
寺
院
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
寺
院
に
所
属
し
て

い
る
門
徒
、
所
属
は
し
て
い
な
い
が
浄
土
真
宗
に
帰
依
し
法
要
な
ど
の
ご
縁
持
つ
信
徒
、
ま
た
そ
の
地
域
の
住
人
な
ど
に
広
く
調
査
す
る

こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
調
査
は
全
て
を
一
度
に
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
次
回
以
降
の
調
査
の
課
題
と
す
る
べ
き

と
考
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
各
調
査
の
調
査
対
象
者
に
着
目
し
て
、
比
較
検
討
し
て
き
た
。
各
調
査
の
善
し
悪
し
を
論
じ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
調
査
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
重
層
的
ま
た
横
断
的
な
視
点
で
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

三
─

四
、
自
由
記
述
か
ら
窺
う

　
「
実
践
研
究
チ
ー
ム
調
査
」
の
Ｂ
．
影
響
に
関
す
る
設
問
に
、
設
問
一
〇
：
自
由
記
述
（
伝
え
る
べ
き
こ
と
）
と
、
設
問
一
一
：
自
由

記
述
（
所
感
）
が
あ
る
。
こ
の
自
由
記
述
の
分
類
や
抽
出
に
関
し
て
、
調
査
分
析
に
深
く
関
わ
っ
た
。
自
由
記
述
の
分
類
や
顕
著
な
特
徴

を
示
す
記
述
の
抽
出
を
行
い
、
詳
し
く
分
析
検
討
し
て
考
察
を
加
え
る
。

　
設
問
一
〇
に
は
四
九
三
件
、
設
問
一
一
に
は
三
五
一
件
の
記
入
が
あ
っ
た
。
自
由
記
述
に
は
、
様
々
な
回
答
者
か
ら
、
多
様
な
意
見
を

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
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五
、
自
由
記
述
に
関
す
る
単
純
集
計
報
告
の
分
類

　
自
由
記
述
は
二
つ
の
設
問
が
あ
り
、
設
問
一
〇
で
は
「
宗
教
者
・
仏
教
者
・
念
仏
者
と
し
て
伝
え
る
べ
き
こ
と
」
を
尋
ね
、
設
問
一
一

で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
へ
の
所
感
」
を
尋
ね
て
い
る
。
し
か
し
、
記
述
内
容
を
確
認
す
る
と
、
多
様
な
回
答
が
、

二
つ
の
設
問
に
ま
た
が
る
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
二
つ
の
設
問
に
記
述
さ
れ
て
い
た
内
容
を
総
合
的
に
捉
え
分
類
し
た
。

　
な
お
、
自
由
記
述
に
は
、
一
件
の
回
答
の
な
か
に
も
多
種
多
様
な
要
素
が
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
れ
故
に
分
類
に
数
え
ら
れ
て
い
る
件
数

は
、
回
答
件
数
よ
り
多
い
。

　
「
分
類
名
」
と
そ
の
分
類
に
相
当
す
る
回
答
の
件
数
、
顕
著
な
特
徴
を
示
す
文
言
を
抽
出
す
る
。
回
答
件
数
の
多
い
順
に
明
示
す
る
と

次
の
様
に
な
る
。

（
一
）「
真
宗
の
教
え
」
一
四
六
件
。

・
何
が
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
阿
弥
陀
如
来
の
救
い

　
・
阿
弥
陀
仏
の
慈
悲

　
・
仏
願
の
生
起
本
末

　
・
念
仏

　
・
倶
会
一
処

　
・
樹
心

弘
誓
仏
地

　
・
真
実
信
心

　
・
畢
竟
依

　
・
摂
取
不
捨
、
誰
も
見
捨
て
ら
れ
な
い
と
い
う
教
え
こ
そ
大
事

　
・
後
生
の
一
大
事
を
尋
ね

る
。

　
・
い
の
ち
の
行
方

　
・『
御
文
章
』
疫
癘
の
章
の
お
こ
こ
ろ

　
・「
念
仏
者
の
生
き
方
」
で
お
示
の
お
こ
こ
ろ

　
・
社
会
状
況
に

よ
っ
て
伝
え
る
こ
と
が
変
わ
る
こ
と
の
方
が
危
険

（
二
）「
仏
教
の
教
え
」
一
一
三
件
。

・
諸
行
無
常

　
・
四
苦

　
・
縁
起

　
・
世
間
虚
仮

　
・
正
見

　
・
会
者
定
離

　
・
一
切
皆
苦

　
・
生
き
て
死
ぬ
い
の
ち
を
生
き
る

　
・
無

常
な
ど
を
、
こ
の
状
況
で
語
る
こ
と
は
、
き
つ
い
内
容
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
・
諸
行
無
常
、
こ
の
状
況
も
必
ず
変
わ
る

（
三
）「
寺
院
活
動
の
方
法
」
一
一
三
件
。

・
コ
ロ
ナ
を
言
い
訳
に
し
な
い

　
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、
伝
道
方
法
の
幅
を
広
げ
る

　
・
各
種
会
議
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
、
効
率
化
で

き
た

　
・
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
し
て
い
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
た

　
・
リ
モ
ー
ト
仏
事
は
離
郷
門
信
徒
と
の
つ
な
が
り
を
保
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つ
の
に
有
用

　
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と
対
面
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
に
な
る
と
思
い
柔
軟
に
対
応

　
・
門
徒
は
よ
り
聞
く
機
会
を
求
め
て
い
る
の

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
で
き
な
い
寺
院
が
多
い

　
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
温
か
さ
が
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
で
は
温
か
さ
を
ど
の
よ
う
に

持
た
せ
る
か
を
考
え
る

　
・
お
勤
め
な
ど
を
一
緒
に
で
き
な
い
危
機
感

　
・
同
席
し
話
し
を
す
る
、
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
を
痛
感

　
・
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
や
活
用
が
困
難
な
方
に
配
慮
す
る

　
・
今
、
寺
院
を
護
持
し
、
帰
属
さ
れ
て
い
る
方
の
気
持
ち
に

応
え
る

　
・
通
夜
、
葬
儀
に
参
列
で
き
な
い
悲
し
み
へ
の
対
応

　
・
新
し
い
試
み
と
、
戻
す
努
力
。

（
四
）「
心
に
寄
り
添
う
」
九
二
件
。

・
安
心
感
を
与
え
る

　
・
一
人
ひ
と
り
が
孤
立
し
疎
外
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
思
い
や
る

　
・
安
心
し
て
病
に
か
か
れ
る
社
会

　
・
他

の
い
の
ち
と
の
つ
な
が
り

　
・
困
っ
て
い
る
人
を
支
援
、
相
談
に
乗
る
、
寄
り
添
う

　
・
情
報
共
有
、
共
に
乗
り
切
ろ
う
と
い
う
寄
り
添

い
　
・
自
死
念
慮
者
や
自
死
遺
族
へ
の
寄
り
添
い

　
・
皆
さ
ん
の
苦
脳
に
耳
を
傾
け
、
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
べ
き
か
を
仏
法
に
聞
き
、

共
に
考
え
て
い
く
。

　
・
門
信
徒
の
心
に
寄
り
添
う

　
・
お
寺
と
門
信
徒
の
絆

　
・
具
体
的
サ
ポ
ー
ト
を
、
お
寺
と
し
て
ど
こ
ま
で
、
ど

の
よ
う
に
行
う
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る

　
・
不
安
に
対
し
、
阿
弥
陀
如
来
の
慈
悲
と
い
う
ブ
レ
な
い
心
の
拠
り
処
を
確
認
し
て
も
ら
い
、
力

強
い
指
針
を
示
す
必
要
が
宗
教
者
と
し
て
あ
る
。

（
五
）「
平
生
か
ら
の
教
え
」
七
三
件
。

・
い
の
ち
の
つ
な
が
り

　
・
い
の
ち
の
儚
さ

　
・
い
の
ち
の
尊
さ

　
・
い
の
ち
の
大
切
さ

　
・
い
の
ち
の
あ
り
方

　
・
生
き
る
意
味

　

・
い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し

　
・
今
こ
こ
で
の
救
い

　
・
不
安
だ
か
ら
こ
そ
、
安
心
で
き
る
教
え
、
安
心
で
き
る
場
所

　
・
丁
寧
な
法
務

　

・
驚
き
恐
れ
る
こ
と
に
あ
ら
ず
、
生
死
の
問
題
は
常
に
内
包
さ
れ
て
い
る

　
・
コ
ロ
ナ
影
響
下
だ
か
ら
と
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
変
わ
ら
な

い（
六
）「
寺
院
運
営
」
六
七
件
。

・
大
切
に
相
続
し
て
き
た
お
寺
の
あ
り
方
が
、
コ
ロ
ナ
後
に
果
た
し
て
戻
れ
る
の
か
、
通
用
す
る
の
か
心
配

　
・
寺
院
の
抱
え
て
い
た
諸
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八

問
題
が
一
気
に
顕
在
化
し
た

　
・
お
寺
離
れ
が
一
気
に
加
速
す
る

　
・
帰
属
意
識
が
希
薄
と
な
り
、
そ
の
場
限
り
の
ご
縁
が
増
え
た

　

・
影
響
が
多
大
に
あ
っ
た
。
今
後
の
護
持
運
営
方
法
や
お
寺
の
あ
り
方
を
考
え
直
す

　
・
寺
院
経
営
の
方
策
を
考
え
て
い
か
な
い
と
、
生

き
残
れ
な
い

　
・
以
前
の
よ
う
に
戻
ら
な
い
と
思
う

　
・
こ
う
い
う
時
こ
そ
内
部
の
変
革
の
チ
ャ
ン
ス
。
変
化
に
対
応
し
な
け
れ
ば
残
れ

な
い

　
・
子
ど
も
会
な
ど
の
行
事
が
で
き
ず
、
次
世
代
教
化
が
で
き
な
い
の
大
き
な
問
題

　
・
葬
儀
が
家
族
葬
や
直
葬
が
広
ま
っ
て
い
た

の
が
、
拍
車
が
か
か
る

　
・
一
律
対
応
は
困
難

　
・
ク
ラ
ス
タ
が
発
生
し
た
時
の
保
障
問
題
を
考
え
る
。

（
七
）「
気
づ
き
・
あ
り
が
た
さ
」
五
七
件
。

・「
あ
た
り
ま
え
」
の
日
常
が
、
実
は
「
お
か
げ
さ
ま
」
で
「
あ
り
が
た
い
」
日
常
で
あ
っ
た

　
・
人
と
の
「
つ
な
が
り
」
の
あ
り
が
た

さ
。
そ
れ
を
支
え
て
く
だ
さ
る
仏
様
の
「
ご
縁
」
の
教
え
の
あ
り
が
た
さ

　
・
目
に
見
え
な
い
巨
大
な
恐
怖
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
現
実

を
受
け
止
め
つ
つ

　
・
他
者
を
非
難
す
る
心
が
あ
る
こ
と
に
、
気
づ
か
せ
て
頂
く
こ
と
で
、
思
い
や
り
の
心
が
育
ま
れ
る

　
・
今
こ
そ
宗

教
の
役
割
は
大
き
い
と
思
う

　
・「
お
参
り
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る
、
寺
院
が
本
当
に
参
り
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
る
か
、
足
下

か
ら
の
改
善
を
考
え
る

　
・
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
法
務
を
考
え
る

　
・
葬
儀
や
法
事
を
執
り
行
え
な
い
時
な
ど
、
本
当

に
言
葉
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
・
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
「
浄
土
真
宗
と
い
う
み
教
え
」
を
大
切
に

す
る
の
が
、
寺
院
・
僧
侶
の
存
在
意
義
と
思
う

　
・
僧
侶
自
身
が
み
教
え
を
自
信
を
っ
て
取
り
次
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
、
コ
ロ

ナ
影
響
以
前
か
ら
の
問
題
。

（
八
）「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
抑
制
」
五
四
件
。

・
差
別
や
排
除
を
生
み
出
さ
な
い

　
・
病
苦
は
他
人
事
で
は
な
い

　
・
ハ
ン
セ
ン
病
の
よ
う
な
、
無
知
に
よ
る
差
別
を
生
み
出
さ
な
い

　

・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
恐
怖
や
不
安
か
ら
く
る
差
別
や
、
他
者
へ
の
不
信
感
を
も
た
な
い

　
・
感
染
者
差
別
へ
の
対
応
と
同
調
圧
力
へ
の
注
意

は
怠
ら
な
い
よ
う

　
・
差
別
や
偏
見
の
感
染
へ
と
つ
な
が
る
、
負
の
連
鎖
に
い
た
ら
な
い
よ
う

　
・
誰
も
が
か
か
る
か
も
知
れ
な
い
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
お
互
い
に
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
行
動
、
対
応
す
る
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九

（
九
）「
感
染
拡
大
防
止
」
三
八
件
。

・
お
参
り
に
来
ら
れ
る
方
に
は
、
一
番
近
い
寺
院
側
も
周
知
し
て
、
お
互
い
気
を
つ
け
あ
っ
て
、
感
染
を
広
げ
な
い
よ
う

　
・
感
染
症
を

「
正
し
く
理
解
し
、
正
し
く
恐
れ
る
」　
・
寺
院
内
外
で
の
感
染
予
防
を
徹
底
し
、
互
い
に
安
心
で
き
る
つ
き
あ
い
を

　
・
一
法
人
と
し

て
対
策
を
き
っ
ち
り
し
て
、
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
る

　
・
僧
侶
の
感
染
症
に
対
す
る
危
機
感
が
希
薄

　
・
高
齢
者
が
多
い
の
で
、

感
染
防
止
が
最
優
先

　
・
終
息
を
願
う
と
と
も
に
、
今
な
す
べ
き
自
ら
の
行
動
を
常
に
考
え
る

（
一
〇
）「
世
間
の
影
響
」
二
四
件
。

・
マ
ス
コ
ミ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に
。
む
し
ろ
今
こ
そ
お
寺
が
落
ち
着
け
る
こ
と
を
伝
え
た
い

　
・
メ
デ
ィ
ア

情
報
に
一
喜
一
憂
せ
ず
、
変
わ
ら
な
い
真
実
を
た
よ
り
と
す
る
・
デ
マ
に
迷
わ
さ
れ
な
い

　
・
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
対
す
る
正
し
い
情
報

と
正
し
い
行
動
。
そ
の
正
し
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
伝
え
る

　
・
憶
測
で
判
断
せ
ず
、
冷
静
に
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
。

・
経
済
に
左
右
さ
れ
な
い

　
・
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
社
会
的
側
面
と
、
影
響
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
心
理
的
側
面
が
あ
る
こ
と

　

・
情
報
に
影
響
さ
れ
て
「
正
し
さ
」
に
迷
う
。
正
し
さ
で
人
を
切
り
捨
て
て
い
る
自
分
を
考
え
る

　

（
一
一
）「
宗
派
へ
の
意
見
」
一
二
件
。

・
法
式
に
か
か
る
情
報
（
マ
ス
ク
着
用
、
消
毒
す
れ
ば
実
施
可
な
ど
）
を
教
え
て
ほ
し
か
っ
た

　
・
新
し
い
法
要
様
式
（
リ
モ
ー
ト
法
要

な
ど
）
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
実
施
方
法
が
分
か
ら
な
い
の
が
現
状
。
公
式
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、
講
座
を
開
催
し
て
ほ
し

い
　
・
感
染
症
に
関
す
る
認
識
が
甘
い
よ
う
に
思
う
の
で
、
一
律
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
が
欲
し
い

　
・
宗
門
、
教
区
、
組
単
位
で
の
従

来
の
取
り
組
み
方
を
見
直
す

　
・
人
材
育
成
の
新
体
制
を
先
送
り
に
し
て
欲
し
い

　
・
本
山
、
別
院
は
一
般
寺
院
と
は
異
な
る
の
で
、
行

事
を
な
ん
と
か
実
施
し
て
ほ
し
か
っ
た

　
・
参
拝
を
控
え
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
や
め
て
欲
し
い
。
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六
、
考
察

（
一
）「
真
宗
の
教
え
」
に
お
い
て
は
、
浄
土
真
宗
と
い
う
教
法
の
根
本
的
な
こ
と
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
い
の
ち
の

危
機
を
感
じ
る
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
究
極
的
関
心
に
対
す
る
、
究
極
的
解
決
を
明
示
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
そ
の
救
い
に
遇
う
こ
と
を
得
た
念
仏
者
の
生
き
方
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
た
。
特
に
、
社
会
の
状
況
に
応
じ
て
、
伝
え
る
内
容

が
変
わ
る
こ
と
へ
の
危
惧
は
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
る
。
仏
教
は
迷
い
の
世
間
か
ら
出
離
し
て
、
悟
り
を
開
く
こ
と
に
本
質
が
あ

る
。
そ
れ
は
世
間
と
全
く
乖
離
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
実
の
社
会
の
影
響
に
振
り
回
さ
れ
、
伝
え
る
内
容
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
て
は
、
仏
教
の
本
質
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
浄
土
真
宗
と
い
う
教
法
の
純
粋
性
を
保
ち
つ
つ
、
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

（
二
）「
仏
教
の
教
え
」
に
お
い
て
は
、
仏
教
の
視
点
に
よ
る
、
迷
い
の
世
界
に
対
す
る
人
間
観
や
世
界
観
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
た
。

罹
患
者
数
が
増
加
し
、
死
亡
者
数
も
増
え
続
け
て
い
る
な
か
で
、
い
か
に
真
実
で
あ
っ
て
も
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
受
け
取
る
こ
と
が

「
き
つ
い
」
こ
と
が
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伝
え
る
内
容
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
時
や
場
所
、
対
象
者
の
状

況
な
ど
を
配
慮
し
て
、
伝
え
る
言
葉
、
方
法
に
工
夫
を
凝
ら
し
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
同
じ
内
容
が
伝
わ
る
。

伝
道
に
関
す
る
大
き
な
示
唆
が
与
え
ら
れ
た
。

（
三
）「
寺
院
活
動
の
方
法
」
に
お
い
て
は
、
寺
院
活
動
へ
の
危
惧
や
方
法
に
関
す
る
文
言
が
抽
出
さ
れ
た
。
特
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進

む
こ
と
で
、
新
し
い
方
法
が
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。
国
外
の
寺
院
な
ど
で
は
、
寺
院
関
係
者
の
そ
れ
ぞ
れ
が
遠
距
離
で
あ
っ

て
、
既
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
用
い
て
い
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
拡
充
し
て
い
る
と
い
う
情
報
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
試
み

な
が
ら
、
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
を
痛
感
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
力
強
い
ア
ド
バ
イ
ス
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
対

す
る
マ
イ
ナ
ス
面
に
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、「
新
し
い
試
み
と
、
戻
す
努
力
」
と
い
う
両
面
へ
の
思
考
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
重
要
視
す

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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（
四
）「
心
に
寄
り
添
う
」
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
不
安
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
な
か
、
心
の
安
ら
ぎ
・
寄
り
添
い
・

つ
な
が
り
・
不
安
へ
の
寄
り
添
い
な
ど
に
多
く
の
言
及
が
あ
っ
た
。「
全
日
仏
調
査
」
に
お
い
て
も
、
寺
院
や
僧
侶
に
期
待
さ
れ
て
い
る

こ
と
の
最
上
位
と
な
っ
て
い
た
。「
阿
弥
陀
如
来
の
慈
悲
と
い
う
ブ
レ
な
い
心
の
拠
り
処
」
と
い
う
文
言
は
、
医
療
や
福
祉
に
お
け
る
寄

り
添
い
と
は
一
線
を
画
し
た
、
浄
土
真
宗
の
僧
侶
と
し
て
の
寄
り
添
い
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）「
平
生
か
ら
の
教
え
」
に
お
い
て
は
、
病
苦
や
死
苦
、
愛
別
離
苦
や
求
不
得
苦
な
ど
が
顕
著
に
感
じ
ら
れ
る
状
況
の
な
か
、「
伝
え

る
べ
き
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
」「
生
死
の
問
題
は
常
に
内
包
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
文
言
に
着
目
し
た
い
。
平
生
の
伝
道
に
お
け
る
内
容

を
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
文
言
で
あ
る
。

（
六
）「
寺
院
運
営
」
に
お
い
て
は
、
寺
院
運
営
を
危
惧
す
る
文
言
が
抽
出
さ
れ
た
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
寺
院
の
抱
え
て
い
た
潜
在
的
な
課
題
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
状
況
下
に
お
け
る
変
革
を
志
す
こ
と
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
各
寺
院
の
状
況
が
異
な
る
の
で
、
一
律
的
な
対
応
は
困
難
と
い
う
指
摘
は
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

（
七
）「
気
づ
き
・
あ
り
が
た
さ
」
に
お
い
て
は
、
日
常
が
「
有
り
難
く
」「
お
か
げ
さ
ま
」
と
感
じ
る
文
言
が
多
く
抽
出
さ
れ
た
。
こ
の

非
日
常
的
な
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
宗
教
の
役
割
が
大
き
い
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
も
「
変
わ
る
こ
と
の

な
い
「
浄
土
真
宗
と
い
う
み
教
え
」
を
大
切
に
す
る
」
べ
き
と
い
う
指
摘
は
最
重
要
と
考
え
る
。

（
八
）「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
抑
制
」
に
お
い
て
、
多
く
の
回
答
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
罹
患
者
や
病
苦
に
苦
脳
す
る
方
、
ま
た
医
療
に
従
事
さ

れ
る
方
へ
の
差
別
や
偏
見
を
生
み
出
す
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
同
調
圧
力
や
無
知
に
よ
っ
て
差
別
を
生
み
出
さ
な
い
よ

う
に
最
大
限
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。「
ハ
ン
セ
ン
病
の
よ
う
な
差
別
を
生
み
出
さ
な
い
」
と
い
う
文
言
は
、
仏
教
の
僧
侶
と
し
て
、
肝

に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
反
省
と
と
も
に
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
一
言
で
あ
る
。

（
九
）「
感
染
拡
大
防
止
」
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
意
識
を
高
く
維
持
す
る
べ
き
文
言
が
抽
出
さ
れ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
設
問
に
対
す
る
回
答
に
お
い
て
も
、
密
集
・
密
閉
・
密
接
を
避
け
、
消
毒
や
換
気
、
距
離
の
保
持
な
ど
新
し
い
生
活
様
式
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に
関
す
る
対
応
は
、
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。
参
拝
者
に
高
齢
者
が
多
い
こ
と
や
、
宗
教
法
人
と
し
て
の
責
任
と
い
う
面
か
ら
も

細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

（
一
〇
）「
世
間
の
影
響
」
に
お
い
て
は
、
情
報
・
メ
デ
ィ
ア
・
政
府
・
世
間
に
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
文
言
が
多
く
抽
出
さ

れ
た
。「
正
し
い
情
報
と
正
し
い
行
動
。
そ
の
正
し
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」「
影
響
を
受
け
て
は
い
け
な
い
心
理
的
側
面
が
あ
る
」
と

い
う
文
言
は
、
宗
教
者
が
担
う
大
き
な
役
割
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
一
一
）「
宗
派
へ
の
意
見
」
に
お
い
て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。
あ
る
い
は
モ
デ
ル
と
し
て
率
先

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
望
が
多
く
抽
出
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
長
引
き
、
寺
院
活
動
な
ど
を
何
と
か
実
施
さ
せ
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
必
然
的
に
出
て
く
る
要
望
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
情
報
が
あ
る
こ
と
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。

た
だ
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
い
う
こ
と
は
、
熟
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
寺
院
や
僧
侶
の
実
践
は
一
様
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
の
な
か
で
、
当
事
者
が
考
慮
し
判
断
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
の
方
法
の
多
様
化
に
つ
い
て
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
示
し
て
も
各
実
践
に
応
答
し
得
な
い
こ
と
が
多
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
よ
り
も
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
相
談
窓
口
な
ど
の
充
実

が
期
待
さ
れ
る
。

　
以
上
、
自
由
記
述
の
回
答
を
分
類
し
、
抽
出
さ
れ
た
文
言
に
つ
い
て
考
察
し
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
。
こ
の
程
度
で
十
全
な
分
析
と
は
と

て
も
言
い
得
な
い
が
、
重
要
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
示
唆
を
受
け
た
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
は
で
き
た
と
考
え
る
。

さ
い
ご
に

　
「
実
践
研
究
チ
ー
ム
調
査
」
は
実
践
真
宗
学
の
視
点
に
よ
る
、
独
自
の
実
態
調
査
で
あ
っ
た
。
先
行
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
た
各
種
の

調
査
報
告
と
比
較
検
討
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
示
し
た
。

　
特
に
自
由
記
述
の
回
答
に
関
し
て
は
、
分
類
と
文
言
の
抽
出
か
ら
、
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
。
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）
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「
実
践
研
究
チ
ー
ム
調
査
」
は
単
純
集
計
報
告
が
な
さ
れ
、
今
後
は
各
デ
ー
タ
に
よ
る
ク
ロ
ス
集
計
や
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
な
ど
の

手
法
を
も
っ
て
分
析
さ
れ
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
分
析
さ
れ
た
報
告
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　
伝
道
の
実
践
的
側
面
に
関
す
る
研
究
に
お
け
る
、
実
践
真
宗
学
の
視
点
に
よ
る
伝
道
環
境
の
劇
的
変
化
に
関
す
る
実
態
調
査
か
ら
窺
い
、

現
時
点
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
真
宗
各
派
寺
院
へ
の
影
響
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

註⑴  

葛
野
洋
明
「
伝
道
の
実
践
的
側
面
に
関
す
る
研
究

　
─
伝
道
環
境
の
劇
的
変
化
に
伴
う
伝
道
方
法
の
可
能
性
と
課
題
─
」、『
真
宗
学
』
一
四

三
・
一
四
四
、
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
。「
拙
論
［
二
〇
二
一
］」
と
略
す
。

⑵  

「
拙
論
［
二
〇
二
一
］」
六
五
頁
。

⑶  

『
真
宗
寺
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
（
単
純
集
計
）』（
龍
谷
大
学
大
学
院
実
践
真

宗
学
研
究
科
院
生
有
志
「CO

V
ID

-19
影
響
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
研
究
チ
ー
ム
」）（https://drive.google.com

/file/d/1uV
65lBgRxW

v9qF
aT

84yEU
pLD

24nR2C0i/view
?usp=sharing
）

 
 

こ
の
調
査
は
、
龍
谷
大
学
実
践
真
宗
学
研
究
科
の
院
生
有
志
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
真
宗
各
派
の
寺
院
へ
の
影
響
に

関
し
て
、
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
を
企
図
し
た
。
院
生
有
志
に
よ
る
「CO

V
ID

-19

影
響
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
研
究
チ
ー
ム
」
を
結

成
し
調
査
を
実
施
し
た
、
単
純
集
計
報
告
で
あ
る
。
調
査
を
企
図
し
実
施
し
た
院
生
諸
君
、
な
ら
び
に
指
導
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
、
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
の
藤
丸
智
雄
副
所
長
、
第
一
一
回
宗
勢
基
本
調
査
の
長
岡
岳
澄
調
査
研
究
員
に
深
く
謝
意
を
表
す
。（
肩
書
き
は
当

時
の
も
の
）

⑷  

「
大
正
大
学
調
査
」
参
照U

RL

：https://chikouken.org/10879/
（
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
二
月
二
八
日
ア
ク
セ
ス
）

⑸  

「
全
日
仏
調
査
」
参
照U

RL

：http://w
w

w
.jbf.ne.jp/activity/kouhou/tyousa2020?id=

（
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
二
月
二
八
日
ア

ク
セ
ス
）

⑹  

「
大
谷
派
調
査
」
参
照U

RL

：https://jodo-shinshu.info/covid-19-survey/
（
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
二
月
二
八
日
ア
ク
セ
ス
）

⑺  

「
大
正
大
学
調
査
」
三
頁
。
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谷
大
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二
四

⑻  

「
全
日
仏
調
査
」
三
頁
。

⑼  

「
全
日
仏
調
査
」
四
頁
。

⑽  
「
全
日
仏
調
査
」
五
頁
。

⑾  
「
大
谷
派
調
査
」
五
頁
。

⑿  

『
真
宗
寺
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
（
単
純
集
計
）』（
龍
谷
大
学
大
学
院
実
践
真

宗
学
研
究
科
院
生
有
志
「CO

V
ID

-19

影
響
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
研
究
チ
ー
ム
」）（https://drive.google.com

/file/d/1uV
65lBgRxW

v9qF
aT

84yEU
pLD

24nR2C0i/view
?usp=sharing

）（
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
二
月
二
五
日
ア
ク
セ
ス
）

⒀  

『
宗
教
年
鑑

　
令
和
二
年
版
』
文
化
庁
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
一
二
月
二
八
日
発
行
（「
宗
教
年
鑑
［
二
〇
二
〇
］」
と
略
す
。）
参
照

U
RL

：
文
化
庁
（https://w

w
w

.bunka.go.jp/tokei_hakusho_shuppan/hakusho_nenjihokokusho/shukyo_nenkan/index.htm
l

（
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
二
月
二
八
日
ア
ク
セ
ス
）

⒁  

「
宗
教
年
鑑
［
二
〇
二
〇
］」
八
頁
。

⒂  

「
宗
教
年
鑑
［
二
〇
二
〇
］」「
文
部
科
学
大
臣
所
轄
包
括
宗
教
法
人
一
覧
」
一
一
〇
─

一
一
九
頁
。

⒃  

「
全
日
仏
調
査
」
二
頁
。

⒄  

「
全
日
仏
調
査
」
四
頁
。

⒅  

「
全
日
仏
調
査
」
三
六ｰ

三
七
頁
。

⒆  

「
大
谷
派
調
査
」
五
頁
。

⒇  

「
大
谷
派
調
査
」
三
頁
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
新
型
コ
ロ
ナ
、
伝
道
環
境
の
劇
的
変
化
、
実
態
調
査

※
当
論
文
は
「
本
願
寺
派
教
学
助
成
財
団 

教
学
研
究
資
金
助
成
」
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
。


